清代の貿易独占機構(二) by 内田 直作 et al.
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公
行
＝
C
o
-
h
o
n
g
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
　
清
代
広
東
に
お
け
る
外
国
貿
易
に
関
し
て
は
既
述
の
ご
と
く
粤
海
関
開
設
直
後
十
三
行
が
設
立
さ
れ
、
牙
行
商
人
が
そ
の
仲
介
機
能
を
果
し
て
お
り
、
総
督
、
将
軍
、
巡
撫
等
の
官
僚
に
直
属
す
る
官
商
、
帝
室
の
内
務
府
に
直
属
す
る
内
務
府
商
人
等
が
あ
っ
た
が
、
康
熈
五
十
九
年
（
一
七
二
〇
）
に
お
よ
ん
で
、
粤
海
関
監
督
の
支
配
下
に
直
門
系
の
商
人
集
団
を
主
体
と
す
る
十
六
家
の
民
間
商
人
が
神
前
に
牡
鶏
の
血
を
吸
っ
て
誓
約
の
上
公
行
を
組
織
し
、
官
府
の
監
督
下
に
お
け
る
外
国
貿
易
独
占
商
人
団
体
と
し
て
の
特
殊
的
構
成
を
明
確
化
に
す
る
に
い
た
っ
た
。
中
国
固
有
の
地
縁
集
団
と
し
て
の
人
的
結
合
関
係
を
保
持
し
な
が
ら
、
他
面
そ
の
名
称
か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
ご
と
く
、
官
府
の
た
め
の
代
行
機
関
と
し
て
の
公
的
性
格
を
つ
よ
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
場
合
、
締
結
さ
れ
た
規
約
は
前
号
掲
載
拙
稿
の
末
尾
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
規
約
に
よ
り
公
行
組
織
の
実
体
を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
　
一
　
股
分
制
　
公
行
は
中
国
固
有
の
商
事
組
合
の
合
股
の
場
合
の
ご
と
く
股
分
（
株
）
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
決
し
　
　
　
清
代
の
貿
易
独
占
機
構
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て
損
益
計
算
を
同
じ
く
す
る
単
一
の
商
事
組
合
、
乃
至
は
商
事
会
社
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
初
期
の
制
規
会
社
、
も
し
く
は
日
本
江
戸
時
代
の
株
仲
間
の
ご
と
く
、
ギ
ル
ド
組
織
に
該
当
す
る
も
の
と
い
え
る
。
公
行
の
股
分
は
資
本
の
持
分
と
い
う
よ
り
は
、
貿
易
取
引
割
当
の
基
準
、
諸
税
上
納
、
外
商
へ
の
債
務
等
支
払
不
能
の
も
の
の
生
じ
た
場
合
の
共
同
責
任
を
分
担
す
る
基
準
で
あ
っ
て
、
損
益
分
配
の
基
準
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
公
行
に
所
属
す
る
行
商
は
所
定
の
組
約
=
Ｒ
ｅ
ｇ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
に
従
っ
て
、
個
別
的
の
損
益
計
算
で
貿
易
に
従
事
す
る
こ
と
は
制
規
会
社
=
R
e
g
u
l
a
t
e
d
C
ｏ
m
p
a
n
i
e
s
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
な
お
ギ
ル
ド
組
織
に
止
ま
つ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
が
祭
祀
、
宴
集
、
相
互
扶
助
に
重
点
を
お
く
社
会
的
な
古
ギ
ル
ド
的
な
組
織
か
ら
股
分
の
設
定
に
よ
り
権
利
へ
の
参
加
、
義
務
の
分
担
の
比
率
、
こ
と
に
官
府
側
に
対
し
て
強
行
せ
し
め
ら
れ
る
保
甲
連
坐
制
に
も
共
通
す
る
共
同
担
保
責
任
の
そ
れ
を
明
確
化
し
た
点
に
、
単
純
な
ギ
ル
ド
、
乃
至
仲
間
的
組
合
と
し
て
の
行
=
　
H
o
n
g
か
ら
、
複
合
的
な
公
的
性
格
を
つ
よ
め
た
公
行
=
C
o
-
h
o
n
g
の
特
殊
組
織
を
誕
生
せ
し
め
る
に
い
た
っ
た
。
外
国
貿
易
に
対
す
る
政
府
の
財
政
収
入
、
こ
と
に
関
税
徴
収
の
代
行
、
対
外
的
交
渉
の
仲
介
代
行
等
官
府
の
代
行
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
洋
貨
の
牙
行
（
官
許
仲
立
人
）
と
し
て
の
洋
行
、
も
し
く
は
行
商
（
洋
行
商
人
）
達
に
、
単
に
仲
立
人
組
合
の
行
と
し
て
で
な
く
、
と
く
に
公
行
を
組
織
せ
し
め
て
股
分
に
よ
り
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
Ｉ
そ
の
意
味
で
は
保
商
=
　
S
e
c
u
r
i
t
y
M
e
r
c
h
a
n
t
と
も
呼
ば
れ
た
ー
官
府
の
下
請
機
関
と
し
て
の
性
格
を
強
化
せ
し
め
る
一
方
、
外
国
貿
易
独
占
の
特
権
を
許
与
し
て
い
た
。
股
分
は
出
資
の
持
分
で
は
な
く
、
官
府
や
外
商
に
対
し
て
分
担
す
る
責
任
、
乃
至
は
貿
易
に
p
r
o
r
a
t
a
に
参
加
す
る
個
別
主
義
的
な
立
場
で
の
基
準
と
な
る
べ
き
比
率
、
乃
至
割
当
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
出
資
の
限
度
で
責
任
を
負
う
有
限
責
任
で
は
な
く
、
官
府
へ
の
納
税
、
外
商
へ
の
債
務
支
払
の
場
合
は
ま
ず
本
人
と
そ
の
家
族
の
父
子
、
兄
弟
の
家
産
に
対
し
て
無
限
に
追
求
さ
れ
、
な
お
不
足
す
る
場
合
本
人
が
伊
梨
地
方
へ
流
罪
の
別
に
処
ぜ
ら
れ
る
一
方
、
不
足
分
は
公
行
の
連
名
具
保
の
行
商
連
に
股
分
に
応
じ
て
情
還
、
い
わ
ゆ
る
按
股
廉
-166-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
１
）
還
の
法
で
完
済
せ
し
め
ら
れ
た
。
　
そ
の
場
合
の
股
分
に
よ
る
分
割
支
払
の
按
股
攤
還
は
、
股
分
に
よ
る
自
己
の
最
初
の
分
担
額
の
み
に
つ
い
て
無
限
に
責
任
を
負
う
い
わ
ゆ
る
絶
対
的
按
股
分
担
で
は
な
く
、
さ
ら
に
別
に
支
払
不
能
の
も
の
の
生
ず
る
場
合
は
そ
の
額
に
つ
い
て
も
ま
た
按
股
攤
還
し
完
済
せ
し
め
ら
れ
て
ゆ
く
い
わ
ゆ
る
相
対
的
、
も
し
く
は
生
死
同
心
的
按
股
分
担
の
原
則
が
と
ら
れ
て
い
る
。
　
生
死
同
心
的
按
股
分
担
の
実
例
と
し
て
は
、
嘉
慶
二
年
（
一
七
九
七
）
　
に
破
産
行
商
の
石
中
和
=
　
S
h
y
K
i
n
g
q
u
a
の
債
務
の
按
股
分
祖
の
際
、
総
商
の
盧
茂
官
=
　
M
o
w
q
u
a
が
二
三
、
八
二
六
両
で
も
っ
と
も
多
く
、
達
成
行
り
P
o
o
n
q
u
a
が
四
、
六
五
五
両
で
最
少
額
を
分
担
し
、
一
方
蔡
文
官
=
M
u
n
q
u
a
の
分
担
の
五
、
四
五
八
両
は
同
行
商
の
引
き
っ
づ
い
て
の
破
産
に
伴
い
、
そ
の
分
担
額
は
さ
ら
に
そ
の
他
の
ハ
家
の
行
商
に
再
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
債
務
支
払
か
股
分
に
よ
り
比
例
的
に
割
当
て
ら
れ
る
点
、
自
由
主
義
的
、
個
人
主
義
的
な
ロ
ー
マ
法
の
組
合
の
共
有
に
普
遍
的
な
持
分
の
比
例
原
則
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
股
分
比
例
原
則
の
厳
守
さ
れ
る
他
面
、
責
任
が
支
払
能
力
あ
る
も
の
に
対
し
無
限
に
追
求
さ
れ
ゆ
く
点
は
、
起
源
を
家
族
に
有
す
る
人
的
団
体
と
し
て
の
合
名
会
社
の
連
帯
無
限
責
任
に
近
づ
い
て
ゆ
く
も
の
が
あ
る
。
中
国
固
有
の
家
族
、
郷
党
の
集
団
主
義
の
一
面
、
そ
こ
に
は
個
別
主
義
の
立
場
が
交
錯
し
、
相
対
的
按
股
分
担
責
任
は
い
わ
ば
こ
の
両
主
義
の
複
合
と
し
て
観
察
す
る
の
が
至
当
と
さ
え
み
ら
れ
る
。
　
中
国
固
有
の
家
族
、
郷
党
の
集
団
主
義
の
上
に
成
立
す
る
無
限
責
任
が
、
さ
ら
に
官
府
側
か
ら
の
保
甲
連
坐
的
強
制
に
よ
り
強
化
さ
れ
、
一
方
そ
れ
に
契
約
関
係
か
ら
す
る
個
別
主
義
的
立
場
で
の
株
分
法
が
交
錯
し
、
両
者
の
複
合
物
と
し
て
公
行
の
按
股
攤
還
制
を
成
立
せ
し
め
た
と
も
理
解
さ
れ
う
る
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
も
中
世
の
商
事
会
社
成
立
の
歴
史
的
観
察
に
際
し
て
、
家
族
団
体
を
起
源
と
す
る
連
帯
無
限
責
任
の
合
名
会
社
=
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｏ
ｆ
'
ｅ
ｎ
ｅ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｓ
ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
と
、
持
分
比
例
責
任
の
ロ
ー
マ
法
上
の
海
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上
組
合
=
d
i
e
s
o
c
i
e
t
a
sma
r
i
s
ひ
い
て
は
合
資
会
社
=
　
d
i
e
K
o
m
m
a
n
d
i
t
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
と
を
比
較
し
、
両
者
が
全
然
別
個
の
出
自
に
属
し
、
前
者
が
人
格
的
団
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
資
本
的
に
損
益
に
参
加
す
る
加
入
関
係
を
構
成
す
る
と
結
論
し
て
い
る
。
中
国
固
有
の
商
事
組
合
の
合
股
に
も
家
族
制
度
に
起
源
を
有
す
る
も
の
と
、
ロ
ー
マ
法
上
の
組
合
の
コ
メ
ン
ダ
契
約
に
相
似
し
た
起
源
を
有
す
る
も
の
と
の
別
が
あ
る
こ
と
は
、
根
岸
佶
博
士
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
按
股
分
担
責
任
も
家
族
、
郷
党
の
集
団
主
義
の
上
に
成
立
す
る
無
限
責
任
と
、
契
約
関
係
の
拡
大
に
際
し
て
抬
頭
し
て
く
る
個
別
主
義
的
立
場
の
上
に
成
立
す
る
股
分
法
の
交
錯
に
よ
る
複
合
物
で
、
中
国
に
も
つ
と
も
普
遍
的
な
商
事
組
合
の
合
股
の
み
な
ら
ず
、
官
府
代
行
の
公
的
性
格
の
つ
よ
い
公
行
に
も
同
様
の
慣
行
が
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
公
行
を
組
織
す
る
行
商
に
は
位
階
が
あ
り
、
第
一
級
は
一
股
の
も
の
五
行
、
第
二
級
は
半
股
の
も
の
五
行
、
第
三
級
は
四
分
の
一
股
の
も
の
六
行
、
股
分
数
計
九
段
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ー
ム
ズ
が
別
の
箇
所
で
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
後
年
（
年
度
不
明
）
に
は
第
一
位
の
行
商
は
四
股
、
第
二
、
三
、
四
、
五
位
の
行
商
は
各
三
股
、
第
六
、
七
位
の
行
商
は
各
二
股
半
、
股
分
数
計
二
十
一
股
と
な
っ
て
お
り
、
行
商
数
と
同
様
股
分
数
も
一
定
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
　
行
商
の
う
ち
、
身
家
殷
実
、
居
心
誠
篤
の
も
の
を
一
、
二
名
選
ん
で
洋
行
事
務
を
総
弁
せ
し
め
こ
れ
を
総
商
＝
T
h
e
s
e
n
i
o
r
H
o
n
g
M
e
r
c
h
a
n
t
と
称
し
、
他
の
下
位
の
各
行
商
す
な
わ
ち
散
商
=
　
t
h
e
j
u
n
i
o
rH
o
n
g
M
e
r
c
h
a
n
t
s
を
領
導
せ
し
め
た
。
総
商
は
上
位
の
股
分
数
多
く
、
従
っ
て
資
力
あ
る
行
商
で
あ
り
、
同
文
行
の
潘
文
巌
（
潘
啓
、
諱
、
振
承
）
＝
　
P
u
a
n
k
h
e
q
u
a
　
I
や
、
恰
和
行
の
伍
崇
曜
　
＝
　
H
o
w
q
u
a
Ⅱ
等
は
著
名
で
あ
り
、
後
者
の
ご
と
き
は
一
八
三
四
年
当
時
田
地
、
住
宅
、
店
舗
、
銀
行
、
英
米
向
け
輸
出
商
品
等
の
投
資
瀕
計
二
千
六
百
万
ド
ル
と
推
定
さ
れ
、
十
九
世
紀
末
の
換
算
で
は
五
千
二
百
万
ド
ル
に
相
当
す
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
た
。
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行
商
に
総
商
と
散
商
の
別
が
あ
り
、
連
名
保
結
制
で
納
税
不
能
、
外
商
に
対
す
る
債
務
支
払
不
能
等
の
場
合
に
は
そ
の
支
払
完
済
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
。
こ
の
行
商
相
互
間
の
責
任
以
外
に
、
行
商
は
そ
の
下
位
の
外
国
商
人
と
海
関
と
の
間
の
交
渉
の
通
訳
、
海
関
事
務
の
代
弁
、
諸
税
の
計
算
を
す
る
通
事
=
　
L
i
n
g
u
i
s
t
s
の
行
為
に
つ
い
て
の
責
任
を
負
い
、
通
事
は
そ
の
下
位
の
船
舶
、
商
館
へ
の
食
料
の
供
給
、
金
銭
出
納
事
務
、
そ
の
他
の
雑
務
を
行
う
買
弁
＝
c
o
m
p
r
a
d
o
r
e
の
行
為
に
つ
い
て
の
責
任
を
も
ち
、
買
弁
は
さ
ら
に
そ
の
下
位
の
受
払
通
貨
の
検
査
、
両
替
事
務
を
行
う
銀
師
=
　
S
h
r
o
f
f
の
行
為
に
つ
い
て
の
責
任
を
負
う
保
甲
連
坐
的
な
段
階
的
責
任
制
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
　
ニ
　
貿
易
の
股
分
法
　
以
上
、
行
商
の
股
分
か
出
資
の
持
分
と
い
う
よ
り
は
、
官
府
側
へ
の
税
餉
、
外
商
へ
の
債
務
支
払
の
責
任
分
担
の
割
当
と
し
て
の
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
他
面
そ
れ
は
行
商
の
特
権
で
あ
る
外
国
貿
易
独
占
へ
の
参
加
の
割
当
の
基
準
と
し
て
も
作
用
し
て
い
た
。
規
約
の
第
十
一
条
の
「
外
船
が
一
行
商
を
選
択
し
て
取
引
す
る
場
合
は
該
行
商
は
取
引
の
二
分
の
一
を
引
受
け
、
他
の
二
分
の
一
は
そ
の
他
の
行
商
に
割
当
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
一
船
の
全
取
引
を
独
占
す
る
も
の
は
処
罰
す
る
。
」
が
ど
の
程
度
確
保
さ
れ
た
か
容
易
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
記
録
で
は
、
一
七
三
五
年
に
行
商
の
∽
u
q
u
a
と
絹
織
物
の
契
約
が
結
ば
れ
、
そ
の
際
、
二
分
の
一
が
S
u
q
u
a
他
の
一
半
は
四
分
の
一
宛
L
e
o
n
q
u
a
と
Y
o
u
n
g
H
u
n
g
q
u
a
に
割
当
て
ら
れ
て
い
た
。
一
七
九
五
年
に
は
輸
入
羊
毛
製
品
は
次
の
比
率
で
割
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
各
行
商
の
当
時
の
股
分
と
み
な
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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喜
憂
十
四
年
（
一
八
○
九
）
軍
機
大
臣
慶
桂
の
民
夷
交
易
章
程
審
議
の
上
奏
文
の
う
ち
に
は
、
按
股
交
易
を
行
商
と
外
商
の
自
由
に
放
任
す
る
こ
と
な
く
、
以
後
外
国
商
品
到
着
の
際
に
は
粤
海
関
監
督
自
ら
洋
行
の
総
商
を
率
い
て
夷
館
内
で
公
平
按
股
籤
掣
を
行
い
た
い
と
の
該
督
の
要
請
に
つ
い
て
、
こ
の
官
掣
を
認
め
れ
ば
官
商
結
託
の
弊
と
資
力
不
足
の
乏
商
に
有
利
と
な
る
怖
れ
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
議
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
と
結
論
し
、
そ
の
上
奏
は
そ
の
ま
ま
認
可
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
奏
文
に
は
諸
外
国
の
う
ち
貿
易
額
が
も
っ
と
も
多
く
、
常
に
数
行
に
按
股
分
割
す
る
の
は
専
ら
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
あ
る
こ
と
、
行
商
の
股
分
に
は
数
股
を
有
す
る
も
の
、
一
股
、
半
股
に
す
ぎ
な
い
も
の
の
別
の
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
モ
ー
ス
の
記
録
の
一
八
二
一
年
の
個
所
に
は
、
C
ｏ
n
s
e
e
q
u
a
（
麗
泉
行
）
の
債
務
四
十
万
両
の
代
遠
の
際
は
、
の
割
当
て
で
五
ヵ
年
の
年
賦
で
按
股
攤
還
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
破
産
行
商
の
債
務
分
担
の
股
分
は
ま
た
同
時
に
貿
易
参
加
の
股
分
で
も
あ
、
た
こ
と
が
明
白
に
さ
れ
て
い
る
。
　
一
八
二
九
年
の
輸
入
ラ
シ
ヤ
地
配
分
の
股
分
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
　
ハ
ン
タ
ー
は
東
イ
ン
ド
会
社
の
買
付
は
股
分
に
よ
り
各
行
商
に
割
当
て
ら
れ
、
股
分
の
う
ち
十
四
股
は
恰
和
行
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
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如
上
、
股
分
に
は
推
移
が
あ
り
、
行
商
の
盛
衰
を
反
映
せ
し
め
て
い
た
。
股
分
の
新
規
獲
得
は
組
約
第
十
三
条
に
よ
れ
ば
、
新
行
は
公
行
の
費
用
支
弁
の
た
め
一
千
両
を
預
入
れ
て
第
三
級
商
人
、
す
な
わ
ち
四
分
の
一
股
を
獲
得
し
う
る
も
の
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
公
行
へ
の
預
入
れ
の
ほ
か
、
地
方
官
僚
へ
の
非
合
理
的
な
巨
額
の
陋
規
を
も
必
要
と
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
モ
ー
ス
が
後
年
の
道
光
九
年
（
一
八
二
九
）
の
事
例
に
つ
い
て
、
新
規
行
商
の
官
府
へ
の
陋
規
に
つ
い
て
、
粤
海
関
監
督
関
係
計
三
五
、
五
九
六
両
、
両
広
総
督
関
係
計
一
、
六
二
〇
両
、
南
海
県
関
係
一
、
三
元
二
両
、
捺
印
料
一
、
四
〇
〇
両
、
そ
の
他
一
、
○
○
六
両
、
総
計
四
二
、
〇
二
四
両
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
八
三
八
年
イ
ギ
リ
ス
駐
情
監
督
官
エ
リ
カ
ッ
ト
＝
C
h
a
r
l
e
s
E
l
l
i
o
t
か
ら
本
国
の
パ
ー
マ
ス
ト
ン
外
相
宛
の
報
告
に
は
新
行
の
免
許
状
下
附
に
際
し
て
、
粤
海
関
監
督
以
下
の
官
吏
達
に
六
万
乃
至
八
万
ド
ル
の
陋
規
を
必
要
と
し
、
創
設
資
本
の
大
部
分
の
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ン
タ
ー
は
二
十
万
ド
ル
、
す
な
わ
ち
五
五
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
を
必
要
と
し
た
と
し
ふ
ペ
ド
。
　
行
商
は
牙
行
の
場
合
と
同
様
世
襲
制
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
牙
行
の
場
合
は
老
年
病
気
等
の
事
故
に
よ
り
廃
業
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
行
商
こ
と
に
巨
資
を
擁
す
る
殷
商
の
場
合
は
隠
退
を
求
め
て
も
許
可
さ
れ
ず
、
事
実
上
破
産
ひ
い
て
は
伊
犂
地
方
へ
の
流
罪
以
外
は
廃
業
し
え
な
か
っ
た
。
股
分
の
譲
渡
の
自
由
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
破
産
行
商
の
出
現
す
る
場
合
そ
の
債
務
を
代
還
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
股
分
の
譲
り
受
け
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
資
力
あ
る
行
商
の
股
分
は
漸
次
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
こ
と
は
恰
和
行
の
場
合
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
行
商
の
股
分
は
わ
が
国
江
戸
時
代
の
株
‰
妬
心
株
に
相
似
し
て
営
業
を
な
す
特
権
で
あ
り
、
行
商
の
権
利
義
務
を
客
観
化
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
出
資
持
分
と
し
て
合
一
し
て
商
事
組
合
の
合
股
、
乃
至
は
株
式
会
社
を
組
織
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
で
、
一
八
四
二
年
の
英
詩
間
南
京
条
約
第
有
心
ご
よ
り
公
行
制
度
の
廃
棄
を
み
る
ま
で
薪
始
商
人
ギ
ル
ド
の
範
囲
を
で
な
か
っ
た
。
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広
東
十
三
行
が
公
行
制
の
確
立
に
よ
り
祭
祀
的
、
友
誼
的
な
相
互
扶
助
団
体
か
ら
経
済
的
機
能
を
高
め
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
各
行
商
の
資
力
と
責
任
に
比
例
し
て
股
分
法
に
よ
り
貿
易
特
権
を
仲
間
行
商
に
公
平
に
配
分
し
、
相
互
に
競
争
を
排
除
し
、
貿
易
独
占
機
構
の
礎
地
を
強
化
せ
し
め
て
い
た
。
　
三
　
公
所
基
金
=
　
C
o
n
s
o
o
F
u
n
d
広
東
十
三
行
を
組
織
し
た
行
商
は
厦
門
商
人
集
団
に
属
し
、
眉
州
廟
、
そ
の
後
の
眉
州
会
館
を
同
郷
集
会
、
祭
祀
の
場
所
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
節
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
厦
門
商
人
集
団
の
う
ち
の
十
三
行
商
人
達
が
別
に
同
業
集
会
の
場
所
と
し
て
Ｉ
建
設
の
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
Ｉ
洋
行
会
館
も
し
く
は
公
所
が
あ
っ
た
。
粤
海
関
志
巻
頭
の
図
や
、
道
光
南
府
県
志
に
は
洋
行
会
館
と
あ
り
、
粤
海
関
志
巻
二
十
五
、
行
商
の
条
や
、
イ
ギ
リ
ス
側
諸
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
2
）
献
に
は
公
所
＝
C
o
n
s
o
o
H
o
n
s
e
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
　
広
東
十
三
行
の
公
行
制
の
成
立
を
み
る
と
と
も
に
、
公
所
は
行
商
の
売
買
価
格
の
決
定
、
度
量
衡
の
検
査
、
品
質
検
査
等
の
公
同
酌
議
の
場
所
と
し
て
重
要
性
を
も
つ
に
い
た
る
の
み
な
ら
ず
、
公
所
基
金
を
設
定
し
て
単
な
る
宗
教
的
、
社
会
的
ギ
ル
ド
と
し
て
で
な
く
、
経
済
団
体
と
し
て
の
意
義
を
つ
よ
め
て
い
た
。
　
行
商
は
別
名
洋
行
、
す
な
わ
ち
洋
貨
の
牙
行
（
官
許
仲
立
人
）
で
あ
り
、
外
国
商
人
と
内
地
商
人
と
の
間
の
貿
易
を
仲
立
し
て
売
手
側
か
ら
三
パ
Ｉ
セ
ン
ト
の
行
用
＝
仲
立
手
数
料
を
収
得
す
る
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
牙
行
は
F
o
s
t
o
o
k
＝
f
e
e
s
-
t
a
k
e
と
も
称
せ
ら
れ
た
が
、
行
商
は
事
実
上
伸
立
取
引
の
将
外
に
で
て
売
買
の
価
格
差
額
を
収
得
す
る
の
み
な
ら
ず
、
内
　
　
　
　
　
（
詐
2
3
）
地
商
人
に
前
提
を
し
、
さ
ら
に
恰
和
行
の
ご
と
き
は
郷
土
の
武
夷
に
茶
園
を
も
ち
、
著
名
な
工
夫
ｌ
C
ｏ
n
ｇ
ｏ
茶
を
さ
え
自
ら
生
産
し
　
　
（
註
2
4
）
て
い
た
。
　
何
れ
に
も
せ
よ
、
行
商
は
「
貢
価
」
と
称
し
、
皇
帝
、
官
僚
層
へ
の
贈
答
用
と
し
て
の
仕
掛
時
計
、
そ
の
他
盆
景
、
花
瓶
、
琉
璃
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鏡
等
の
珍
奇
品
の
購
入
、
「
軍
餉
」
、
黄
河
改
修
の
ご
と
き
「
河
工
」
等
の
不
時
の
出
費
と
し
て
の
捐
輪
、
関
税
や
外
商
債
務
の
積
欠
支
払
に
対
す
る
積
立
金
と
し
て
公
所
に
行
用
を
蓄
積
し
て
こ
れ
等
の
出
費
に
あ
乙
順
）
そ
の
こ
と
は
道
光
二
十
年
（
一
八
四
〇
）
五
月
の
両
広
総
督
林
則
徐
の
上
奏
の
う
ち
に
「
伏
し
て
思
う
に
、
商
等
夷
人
と
貨
物
を
交
易
す
る
は
、
向
き
に
估
価
に
照
し
て
、
毎
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
6
）
行
用
三
分
を
得
て
、
以
て
公
に
弁
ず
る
に
資
す
べ
し
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
行
用
は
輸
出
入
品
に
つ
き
各
三
八
Ｉ
セ
ン
ト
徴
収
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
7
）
る
こ
と
を
原
則
と
し
い
た
が
、
事
実
上
は
一
〇
八
Ｉ
セ
ン
ト
前
後
が
徴
収
さ
れ
、
外
商
側
か
ら
苛
税
と
し
て
そ
の
緩
和
が
再
三
請
願
　
　
　
　
（
註
2
8
）
さ
れ
て
い
た
。
行
商
が
そ
の
本
来
の
収
入
の
主
要
源
泉
で
あ
る
行
用
を
公
所
基
金
と
し
て
積
立
て
た
こ
と
は
、
す
で
に
行
商
が
前
述
の
ご
と
く
仲
立
人
の
地
位
に
の
み
止
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
事
実
を
反
映
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
公
所
基
金
が
何
時
か
ら
設
定
さ
れ
始
め
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
モ
ー
ス
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
乾
隆
四
十
一
年
（
一
七
七
六
）
に
ギ
ル
ド
税
=
　
G
i
l
d
l
e
v
y
が
鉛
に
対
し
て
五
パ
Ｉ
セ
ン
ト
、
毛
織
製
品
以
外
の
輸
入
品
に
対
し
一
〇
八
Ｉ
セ
ン
ト
、
輸
出
茶
に
対
し
て
は
一
ピ
ク
ル
に
つ
き
一
両
が
課
せ
ら
れ
た
と
あ
る
の
が
そ
の
最
初
で
あ
り
、
そ
の
総
額
は
当
該
年
度
で
五
〇
万
両
に
達
し
て
い
（
註
2
9
）
た
。
嘉
慶
十
五
年
（
一
八
一
〇
）
当
時
で
は
年
間
七
〇
万
両
が
徴
収
さ
れ
、
輸
入
棉
花
に
は
一
四
八
Ｉ
セ
ン
ト
、
輸
出
茶
に
は
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
。
3
0
）
パ
ー
セ
ン
ト
が
課
せ
ら
れ
た
。
嘉
慶
千
八
年
こ
八
一
三
）
は
外
商
へ
の
債
務
積
欠
が
按
股
分
担
で
な
く
公
所
基
金
か
ら
支
弁
さ
れ
、
嘉
慶
十
九
年
に
は
、
河
南
匪
徒
、
唯
州
河
工
の
た
め
行
商
は
二
四
万
両
を
拠
出
し
、
宮
原
へ
の
贈
答
用
の
時
計
購
入
の
た
め
に
は
二
〇
万
ド
ル
を
費
消
し
、
そ
れ
等
は
公
所
基
金
か
ら
支
出
さ
れ
た
金
額
（
一
八
一
仁
圭
二
年
度
、
六
九
八
、
〇
〇
〇
両
）
以
外
の
負
担
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
公
所
基
金
の
設
定
を
み
て
も
、
専
ら
官
府
側
の
苛
索
に
よ
り
な
お
不
足
勝
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
だ
が
、
公
所
基
金
の
創
設
に
よ
り
、
貿
易
は
個
別
計
算
で
行
わ
れ
て
い
て
も
、
公
所
自
体
が
外
商
へ
の
債
務
、
税
剛
の
支
払
に
責
任
を
も
つ
に
い
た
る
点
に
、
公
所
が
一
応
独
立
的
な
法
的
主
体
と
し
て
の
協
同
組
合
へ
と
一
歩
前
進
し
た
か
に
ふ
ら
れ
-173-
る
・
だ
が
ヽ
他
面
そ
こ
に
は
市
民
的
自
主
性
は
な
く
ヽ
多
目
的
で
不
明
確
な
ギ
ル
ド
組
織
に
停
滞
し
、
目
的
の
単
一
化
と
明
確
化
に
よ
る
近
代
的
組
合
へ
の
発
展
は
み
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
初
期
の
制
規
会
社
に
よ
る
ギ
ル
ド
制
か
ら
、
株
式
原
則
を
完
成
し
つ
つ
資
本
主
義
的
要
素
が
究
極
の
担
い
手
と
な
る
近
代
的
株
式
会
社
組
織
と
完
成
せ
し
め
た
こ
と
と
は
、
対
蹠
的
な
傾
向
を
呈
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
四
　
公
行
の
牙
行
的
職
分
　
十
三
行
商
人
は
地
方
官
僚
や
内
務
府
に
直
属
し
て
い
た
時
期
か
ら
粤
海
関
監
督
の
支
配
下
に
公
行
を
組
織
し
、
股
分
に
よ
り
権
利
義
務
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
後
年
に
は
公
所
基
金
を
設
定
し
、
官
府
の
た
め
の
外
国
貿
易
代
行
機
関
と
し
て
の
公
的
性
格
を
つ
よ
め
る
一
方
、
行
商
は
一
般
の
牙
行
商
人
と
共
通
す
る
機
能
を
も
発
揮
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
同
じ
く
異
族
支
配
の
元
朝
が
牙
行
制
度
に
対
し
否
定
的
態
度
を
採
っ
た
の
に
対
し
、
清
朝
は
前
代
の
明
朝
の
牙
行
制
度
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
。
清
朝
が
官
設
の
牙
行
を
認
め
た
の
は
康
熈
二
十
五
年
（
一
六
八
六
）
で
あ
っ
て
、
五
年
目
毎
に
牙
行
を
清
査
し
旧
帖
を
交
換
せ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
つ
い
で
、
康
煕
四
十
八
年
（
一
七
〇
九
）
に
私
設
牙
行
が
任
意
に
、
時
と
し
て
は
暴
力
的
に
商
業
利
潤
の
奪
取
を
恣
に
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
た
め
、
改
め
て
官
帖
を
給
し
た
官
設
の
牙
行
に
物
価
の
平
準
を
維
持
せ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
だ
が
、
な
お
牙
帖
は
下
部
官
府
機
関
の
州
県
か
ら
濫
発
さ
れ
る
弊
害
が
あ
っ
た
か
ら
、
雍
正
十
一
年
（
一
七
三
三
）
に
お
よ
ん
で
こ
れ
を
禁
止
し
、
改
め
て
各
省
の
藩
司
（
布
政
使
司
）
か
ら
交
附
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
額
設
制
を
設
け
て
牙
行
の
員
数
を
制
限
し
任
意
に
増
添
せ
し
め
な
い
こ
と
と
し
た
。
　
全
国
各
省
の
牙
帖
額
数
は
二
七
八
、
八
七
五
運
と
定
め
ら
れ
た
が
、
広
東
、
福
建
両
省
の
み
は
定
額
の
数
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
前
節
に
も
述
べ
た
ご
と
く
広
福
両
省
が
政
治
的
に
不
安
定
な
地
方
で
あ
り
、
西
欧
諸
国
と
の
接
触
の
頻
繁
な
こ
-174-
と
、
内
外
各
貨
の
総
匯
の
地
で
額
設
制
を
設
け
な
い
で
、
変
通
の
余
地
を
残
し
て
お
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
清
代
の
牙
抒
に
関
す
る
法
規
と
し
て
は
清
律
の
戸
律
、
市
廛
に
「
私
充
牙
行
埠
頭
」
、
「
市
司
評
物
価
」
、
「
把
持
行
市
」
、
「
私
造
幣
斗
秤
尺
」
、
「
器
用
布
絹
不
如
法
」
の
五
ヵ
条
が
あ
り
、
戸
律
、
課
税
に
は
「
匿
税
」
、
「
舶
商
匿
貨
」
の
ニ
カ
条
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
矛
行
開
設
に
際
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
3
3
）
戸
部
か
ら
発
給
さ
れ
る
牙
帖
記
載
の
詳
細
な
規
定
に
は
右
の
清
律
の
諸
規
定
か
織
り
こ
ま
れ
て
い
た
。
　
前
号
所
載
の
行
規
約
十
三
ヵ
条
に
も
同
様
牙
行
に
関
す
る
諸
規
定
に
該
当
す
る
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
第
三
条
の
「
各
員
集
議
し
、
外
人
と
の
売
買
価
格
を
決
定
す
る
。
も
し
、
秘
か
に
外
人
と
取
引
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
処
罰
す
る
。
」
な
ら
び
に
第
四
条
の
「
各
員
集
議
し
、
内
地
か
ら
来
広
し
た
外
国
向
販
売
商
品
の
価
格
を
定
め
る
。
該
価
格
で
販
売
し
な
い
も
の
は
処
罰
す
る
。
」
は
、
戸
律
、
市
廛
の
「
市
司
評
物
価
」
の
本
文
の
「
凡
そ
諸
物
の
牙
行
人
、
物
価
を
評
估
し
、
或
い
は
貴
を
以
て
賤
と
為
し
、
或
い
は
賤
を
以
て
貴
と
為
し
、
価
を
し
て
平
ら
か
な
ざ
る
者
は
、
増
減
す
る
所
の
価
を
計
り
、
臓
に
生
し
て
論
ず
」
に
該
当
し
、
価
格
の
決
定
は
公
平
に
し
、
貨
物
の
美
悪
、
時
価
の
高
低
に
つ
い
て
は
牙
行
人
の
評
価
を
以
て
基
準
と
し
、
牙
行
に
周
礼
に
お
け
る
「
市
司
」
の
名
を
も
た
さ
し
め
て
い
た
。
ま
た
、
牙
行
が
売
買
価
格
の
差
額
を
利
す
る
場
合
は
、
戸
律
、
市
廛
の
「
把
持
行
市
」
の
本
文
の
「
凡
そ
諸
物
を
買
売
す
る
に
両
つ
な
が
ら
和
同
せ
ず
、
把
持
し
て
市
を
行
い
、
専
ら
そ
の
利
を
取
り
、
及
び
販
鬻
の
徒
、
牙
行
に
通
同
し
て
共
に
姦
計
を
為
し
、
己
れ
の
物
を
売
る
に
は
賤
を
以
て
貴
と
為
し
、
人
の
物
を
買
う
に
は
貴
を
以
て
賤
と
す
る
者
は
杖
八
十
。
」
に
よ
り
処
罰
さ
れ
、
牙
行
は
公
平
価
格
を
査
定
し
、
価
格
差
額
を
取
得
し
な
い
仲
立
取
引
に
止
ま
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
条
の
「
も
し
、
秘
か
に
外
人
と
取
引
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
処
罰
す
る
。
」
は
戸
律
、
課
程
の
「
舶
商
匿
貨
」
の
「
凡
そ
辺
海
の
客
商
舶
船
岸
に
到
れ
ば
、
即
ち
貨
物
を
将
て
実
を
尽
し
、
官
に
報
じ
て
抽
分
す
。
若
し
海
港
土
商
牙
皆
の
家
に
停
畑
し
て
報
ぜ
ざ
る
者
は
杖
一
百
。
供
報
す
と
雖
も
、
実
を
尽
さ
ざ
る
は
罪
ま
た
か
く
の
如
し
。
」
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
と
一一175
い
え
よ
う
。
だ
が
、
事
実
上
は
行
商
が
公
行
を
組
織
し
、
股
分
に
よ
り
貿
易
を
分
割
し
、
相
互
の
競
争
を
回
避
し
、
独
占
機
構
を
強
化
し
て
い
た
こ
と
と
、
当
時
の
中
国
が
生
糸
、
茶
の
独
占
的
生
産
国
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
売
手
市
場
と
し
て
、
行
商
は
価
格
決
定
に
優
位
に
た
ち
、
外
商
側
は
英
、
和
、
仏
、
瑞
典
、
墺
、
丁
、
米
諸
国
の
相
互
競
争
に
よ
り
常
に
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
て
い
た
。
後
述
の
ご
と
く
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
公
行
制
廃
止
に
努
め
た
理
由
も
行
商
の
独
占
価
格
決
定
権
の
否
定
に
あ
っ
た
。
　
第
五
条
の
「
価
格
が
協
議
さ
れ
、
品
質
検
査
優
劣
貨
を
偽
っ
て
外
人
に
販
売
ん
と
す
る
も
の
は
処
罰
す
る
。
」
は
、
戸
律
、
市
廛
の
「
器
用
布
絹
不
如
法
」
の
本
文
の
「
凡
そ
民
間
器
用
の
物
を
造
、
て
、
牢
固
正
実
な
ら
ず
、
及
び
絹
布
の
属
、
紕
薄
短
狭
に
し
て
売
る
者
は
各
笞
五
十
。
」
の
規
定
に
該
当
し
、
器
具
、
日
用
の
物
を
造
作
し
て
牢
固
正
実
で
な
く
、
損
壊
し
易
い
絹
布
の
類
の
生
地
が
粗
悪
で
短
狭
の
劣
貨
を
売
る
も
の
は
処
罰
さ
れ
た
。
　
第
六
条
の
「
一
切
の
貨
物
の
船
積
は
官
簿
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
は
、
戸
律
、
市
廛
の
「
私
充
牙
行
埠
頭
」
の
本
文
の
「
凡
そ
城
市
郷
村
諸
邑
の
牙
行
及
び
船
の
埠
頭
は
抵
業
あ
る
人
戸
を
選
ん
で
充
応
し
、
官
は
印
信
之
簿
を
給
し
、
逐
月
至
る
と
こ
ろ
の
客
商
船
戸
の
住
貫
姓
名
、
路
引
の
字
号
、
物
貨
数
目
を
附
写
し
、
毎
月
官
に
赴
い
て
そ
の
来
歴
引
貨
を
査
照
す
」
の
規
定
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
行
商
の
司
事
、
管
店
人
等
は
毎
日
官
簿
に
滞
り
な
く
記
載
し
て
官
署
に
届
け
そ
の
考
査
を
う
け
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
行
商
は
事
実
上
外
商
の
警
察
的
取
締
に
も
便
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
　
第
九
条
の
「
緑
茶
商
人
は
看
貫
を
正
し
く
し
、
不
正
茶
を
混
じ
て
は
な
ら
な
い
。
」
は
、
戸
律
、
市
廛
の
「
私
造
斛
斗
秤
尺
」
の
本
文
の
「
凡
そ
斛
斗
秤
尺
を
私
し
、
平
な
ら
ず
、
市
に
在
っ
て
行
使
し
、
及
び
官
降
の
斛
斗
秤
尺
を
も
っ
て
弊
を
作
し
て
増
減
す
る
者
は
杖
六
十
、
工
匠
も
同
罪
」
に
該
当
し
、
度
量
権
衡
の
不
正
を
取
締
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
と
に
茶
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
茶
が
塩
と
同
様
楷
税
の
対
象
で
あ
り
、
棺
茶
の
法
に
よ
り
と
く
に
き
び
し
く
取
締
ら
れ
て
い
た
に
よ
る
も
の
と
み
ら
鋲
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第
一
〇
条
の
「
行
商
は
外
人
よ
り
買
入
れ
た
商
品
の
代
価
を
前
金
に
て
支
払
う
べ
き
も
の
と
す
る
。
」
は
「
把
持
行
市
」
の
条
例
の
「
凡
そ
外
国
人
朝
貢
し
て
京
に
到
れ
ば
、
会
同
館
に
市
を
開
く
こ
と
五
日
。
各
舗
行
人
等
。
応
禁
に
係
わ
ら
ざ
る
の
物
を
も
っ
て
館
に
入
り
、
両
平
に
交
易
す
。
布
絹
を
染
作
す
る
等
の
項
は
限
を
立
て
交
還
せ
し
む
。
如
し
隨
質
し
及
び
故
意
に
権
延
し
、
達
人
を
騙
勒
し
、
久
し
く
候
い
て
起
程
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
者
あ
ら
ば
同
罪
。
」
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。
　
第
十
一
条
の
「
外
船
が
一
行
商
を
選
択
し
て
取
引
す
る
場
合
は
該
行
商
は
取
引
の
二
分
の
一
を
引
受
け
、
他
の
二
分
の
一
は
そ
の
他
の
行
商
に
割
当
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
一
船
の
全
取
引
を
独
占
す
る
も
の
は
処
罰
す
る
。
」
は
戸
律
、
市
廛
の
「
私
充
牙
行
埠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｓ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
Ｓ
　
Ｉ
　
一
　
一
　
Ｉ
頭
」
の
条
例
の
う
ち
の
「
若
し
光
棍
頂
胃
朋
充
し
て
巧
に
名
色
を
立
て
、
総
行
を
覇
開
し
、
商
人
を
逼
勒
し
、
別
投
を
許
さ
ず
、
客
本
を
推
欠
し
、
久
し
く
占
め
て
商
を
累
す
る
者
あ
ら
ば
、
間
罪
し
て
枷
号
す
る
一
個
月
に
し
て
附
近
に
発
し
て
軍
に
充
つ
。
」
の
規
定
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
　
如
上
の
検
討
に
よ
り
、
モ
ー
ス
や
イ
ー
ム
ズ
の
公
行
規
約
の
要
約
は
き
わ
め
て
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
が
、
仔
細
に
観
察
す
れ
ば
、
清
律
に
お
け
る
牙
行
の
主
要
取
締
規
定
の
全
部
が
一
応
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
規
約
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
な
い
牙
行
取
締
規
定
の
細
目
の
う
ち
の
地
域
制
限
、
す
な
わ
ち
私
分
地
界
（
私
充
牙
行
埠
頭
の
条
例
）
は
許
さ
れ
な
い
が
、
事
実
上
広
州
城
外
西
南
郊
の
珠
江
に
面
し
た
一
小
区
劃
に
限
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
問
題
μ
な
い
。
ま
た
、
員
数
制
限
、
す
な
わ
ち
額
設
制
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
で
は
十
六
行
九
股
と
な
っ
て
お
り
、
十
三
の
韻
致
は
建
設
物
以
外
に
は
必
ず
し
も
厳
守
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
　
ま
た
、
牙
行
の
免
許
状
、
乃
至
は
股
分
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
規
約
に
何
等
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
般
牙
行
の
場
合
と
同
様
世
襲
制
に
よ
る
相
続
と
破
産
行
商
の
そ
れ
を
債
務
代
還
に
よ
り
譲
り
う
け
る
こ
と
以
外
に
、
他
人
へ
の
譲
渡
の
自
由
、
い
わ
ゆ
る
177
頂
胃
（
私
充
牙
行
埠
頭
の
条
例
）
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
　
さ
ら
に
、
仲
立
取
引
の
型
式
が
売
手
、
買
手
、
牙
行
の
三
者
の
面
前
で
受
渡
し
す
る
三
面
授
受
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
は
当
然
の
慣
行
と
し
て
取
り
あ
げ
る
ま
で
に
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
何
れ
に
も
せ
よ
、
前
節
所
載
の
公
行
規
約
を
検
討
す
る
場
合
、
十
三
行
商
人
が
基
本
的
に
牙
行
商
人
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
れ
が
牙
行
制
か
ら
公
行
制
へ
の
発
展
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
股
分
割
に
よ
り
行
商
の
権
利
義
務
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
公
所
基
金
の
設
定
に
よ
り
官
府
の
代
行
機
関
と
し
て
の
性
格
を
つ
よ
め
、
他
面
そ
の
結
集
力
の
強
化
に
よ
り
外
商
側
に
対
し
て
外
国
貿
易
独
占
休
と
し
て
の
地
位
を
強
化
し
た
こ
と
に
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
も
ち
ろ
ん
、
牙
行
制
に
も
同
行
互
保
の
こ
と
が
あ
り
、
例
え
ば
、
牙
行
免
許
状
の
牙
帖
所
載
の
取
締
規
定
の
う
ち
に
も
「
向
例
牙
行
は
定
額
あ
り
、
も
と
額
外
増
添
す
る
こ
と
を
え
ず
、
現
在
は
殷
実
の
良
民
、
及
び
生
監
、
職
銜
人
等
隣
佑
同
行
互
保
各
結
を
取
っ
て
具
え
れ
ば
、
均
し
く
補
に
充
つ
る
を
許
さ
ん
と
擬
す
」
と
あ
り
、
牙
行
に
は
同
行
の
保
証
を
要
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
専
ら
官
府
側
に
対
す
る
納
税
、
警
察
的
取
締
に
対
す
る
保
証
に
止
ま
り
、
公
行
制
の
場
合
の
ご
と
く
行
商
全
員
の
官
府
と
外
商
側
に
対
す
る
按
股
分
担
責
任
に
よ
る
共
同
担
保
制
、
貿
易
取
引
の
股
分
法
に
ま
で
は
発
展
を
み
て
い
な
か
っ
た
。
　
な
お
、
公
行
制
が
諸
外
国
の
官
民
と
清
朝
官
府
側
と
の
政
治
的
交
渉
の
仲
介
、
相
互
異
質
社
会
の
交
渉
の
中
人
=
　
G
o
-
b
e
t
w
e
e
n
-
m
a
n
と
し
て
、
恰
か
も
牙
行
が
中
国
の
地
方
集
団
的
に
分
裂
し
た
個
別
主
義
的
社
会
の
仲
介
機
関
と
し
て
果
す
と
同
様
の
役
割
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
も
見
逃
し
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
詳
論
を
別
の
機
会
に
割
愛
し
て
お
く
。
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六
　
公
行
制
の
変
還
　
一
　
中
国
側
文
献
に
お
け
る
公
行
制
　
上
述
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
公
行
制
は
康
煕
元
十
九
年
（
一
七
二
〇
）
に
創
設
さ
れ
、
一
八
四
二
年
南
京
条
約
で
廃
棄
さ
れ
る
直
前
も
公
行
割
を
保
持
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
間
公
行
割
に
終
姑
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
　
粤
海
関
志
、
巻
二
十
五
、
行
商
の
条
に
よ
れ
ば
、
乾
隆
二
十
五
年
（
一
七
六
〇
）
に
洋
商
潘
振
成
（
同
文
行
）
等
九
家
が
「
公
行
を
設
立
し
、
夷
船
を
専
弁
す
る
」
こ
と
要
請
し
て
許
可
さ
れ
た
が
、
乾
隆
三
十
五
年
（
一
七
七
〇
）
に
は
潘
振
承
＝
P
u
a
n
k
h
e
q
u
a
T
等
の
各
洋
商
が
「
夷
船
を
公
弁
す
る
衆
志
紛
岐
し
、
漸
く
推
談
に
い
た
り
、
公
を
補
う
な
し
。
」
と
申
請
し
て
公
行
制
の
撤
廃
が
認
め
ら
れ
、
総
散
各
商
連
名
具
保
の
共
同
担
保
割
に
代
わ
っ
て
、
自
由
競
争
の
立
場
に
お
か
れ
る
分
行
各
弁
制
が
採
用
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
に
つ
づ
く
乾
隆
四
十
二
年
（
一
七
七
七
）
三
月
、
倪
宏
文
＝
W
a
y
q
u
a
が
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
賃
銀
一
万
一
千
余
円
の
支
払
を
滞
っ
た
際
、
兄
の
倪
宏
業
と
外
甥
の
蔡
文
観
が
代
わ
っ
て
六
千
両
を
支
払
い
、
残
余
の
五
千
余
両
は
督
撫
、
司
道
、
府
州
県
等
の
地
方
官
が
代
賠
し
、
倪
宏
文
は
伊
犂
に
流
罪
と
な
り
、
そ
の
他
の
行
商
は
何
等
の
責
任
を
分
担
し
て
い
な
い
。
　
右
の
分
行
各
弁
制
は
官
府
側
に
不
利
で
あ
っ
た
か
ら
、
乾
隆
四
十
五
年
（
一
七
八
〇
）
に
奉
和
＝
　
Y
n
g
s
h
a
w
’
裕
源
＝
　
K
e
w
s
h
a
w
の
両
行
商
の
破
産
の
際
は
共
同
担
保
制
の
回
復
と
な
り
、
潘
文
厳
（
同
文
行
）
=
P
u
a
n
k
h
e
q
u
a
I
等
の
各
行
商
は
十
年
賦
で
完
済
せ
し
め
ら
れ
た
。
乾
隆
五
十
六
年
（
一
七
九
一
）
行
商
呉
昭
平
＝
E
e
q
u
a
破
産
の
場
合
は
家
産
を
整
理
し
、
な
お
残
余
の
外
商
に
対
す
る
債
務
は
各
行
商
が
同
様
分
限
代
還
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
場
合
各
行
商
の
股
分
か
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
点
で
問
題
を
残
し
て
い
た
が
、
嘉
慶
十
八
年
（
一
ハ
一
三
）
に
は
、
再
び
総
商
と
散
商
の
区
別
を
設
け
、
総
商
に
洋
行
事
務
を
総
理
せ
し
め
、
総
散
各
高
182
公
同
聯
各
保
結
の
公
行
制
の
旧
例
の
復
活
を
み
た
。
　
道
光
九
年
（
一
八
二
九
）
に
は
、
右
の
総
散
各
商
公
同
聯
名
保
結
制
を
採
用
し
て
か
ら
は
、
資
本
不
足
に
よ
り
行
商
の
閉
鎖
す
る
も
の
六
家
に
お
よ
ん
だ
が
、
総
商
が
新
商
の
保
結
を
容
易
に
引
受
け
な
い
た
め
、
そ
の
後
十
余
年
間
に
わ
た
り
一
行
も
新
設
さ
れ
ず
、
七
打
に
減
少
し
た
た
め
、
改
め
て
総
散
各
商
聯
名
保
結
制
に
代
わ
っ
て
、
一
、
二
の
行
商
の
保
結
で
一
、
二
年
試
弁
に
よ
り
新
商
の
添
設
を
認
め
る
こ
と
と
し
て
、
公
打
刻
の
停
止
を
み
た
。
各
商
聯
保
法
の
公
行
制
の
停
止
に
よ
り
予
期
さ
れ
た
通
り
新
商
の
増
加
を
み
、
十
三
行
の
旧
観
を
回
復
し
た
が
、
税
餉
の
納
付
困
難
、
外
商
へ
の
債
務
増
加
、
紋
銀
出
洋
、
阿
片
の
密
輸
入
等
の
情
勢
の
複
雑
化
に
伴
い
、
道
光
十
七
年
（
一
八
三
七
）
聯
保
の
旧
例
、
す
な
わ
ち
公
行
制
が
復
活
さ
れ
、
道
光
二
十
二
年
（
一
八
四
二
）
の
広
東
十
三
行
の
消
滅
の
時
期
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
　
以
上
、
粤
海
関
志
、
巻
二
十
五
、
行
商
の
条
に
略
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
乾
隆
二
十
五
年
（
一
七
六
〇
）
公
行
設
立
、
乾
隆
三
十
五
年
（
一
七
七
〇
）
公
行
制
に
代
わ
っ
て
分
行
各
弁
制
、
喜
憂
十
八
年
（
一
八
一
三
）
公
行
制
復
活
、
道
光
九
年
（
一
八
二
九
）
　
一
、
二
年
試
弁
、
一
、
二
商
保
充
法
採
用
、
道
光
十
七
年
（
一
八
三
七
）
公
行
制
の
再
度
復
活
を
み
て
い
た
。
公
行
制
は
税
餉
、
外
商
債
務
の
支
払
に
は
効
果
的
に
作
用
し
た
が
、
他
面
新
商
増
加
の
困
難
は
、
地
方
官
僚
に
臣
額
の
陋
組
収
得
の
機
会
を
失
わ
し
め
て
い
た
。
従
っ
て
、
如
上
の
公
行
制
の
存
廃
の
繰
返
し
は
地
方
官
僚
の
誘
惑
さ
れ
や
す
い
陥
穽
で
あ
り
、
公
打
制
は
彼
等
の
好
餌
の
対
象
と
し
て
徒
ら
に
発
展
の
な
い
途
上
を
前
後
往
復
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
　
完
）
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